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	第６章
	大阪府における社会的養育の将来ビジョン

	
	１．各年度の代替養育を必要とする子ども数の見込み（里親委託が必要な子ども数と施設で養育が必要な子ども数の見込み）　（４）
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※（　）内の数字は国の策定要領に示された「都道府県推進計画の記載事項」の番号。



＜ワーキング等の開催時期（案）＞


【平成３０年度の到達点】
○「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」に示された１０項目について、各ワーキングに
おいて集中的に審議し、大阪府の計画に記載すべきポイントを整理する。
○施設及び市町村に対してヒアリングを実施し、計画の見直しの趣旨についての理解と課題の
整理、施設に対しては「家庭的養護推進計画」の見直しについて調整を行う。


平成３０年
８月：第１回社会的養護ワーキング・第１回子ども家庭支援体制ワーキング（合同開催）
◆施設ヒアリング（児童養護施設・乳児院に対して国の方向性を説明。課題の聞き取り。）
◇市町村ヒアリング（子ども家庭支援拠点の設置や母子生活支援施設の活用について課題の聞き取り）
※




１０月：第２回社会的養護ワーキング
１１月：第２回子ども家庭支援体制ワーキング
◆施設ヒアリング（児童養護施設・乳児院に対して「家庭的養護推進計画」の見直しの調整）
□当事者である子どもの意見の確認




平成３１年
２月：第３回社会的養護ワーキング
３月：第３回子ども家庭支援体制ワーキング

